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新規性・優位性

知財情報

実用化提案

米国フレデリック国立がん研究所と連携し、AI による in silico 化合物デザイン技術を用いた CENP-E 新規化合物の創出を進めてい

る。さらに CENP-E 阻害剤が免疫チェックポイント阻害剤（ICI）感受性へ及ぼす影響を実験的に証明する（前臨床 PoC の取得）。

【新規性】 現時点では臨床入りしているCENP-E阻害剤はなく、ファーストインクラス（FIC）を狙えるポジション。

【優位性】 既存のCENP-E阻害剤に対しては活性・物性面で優位性を期待する。

STINGアゴニストに対しては「全身性免疫反応のリスクマネージメント」で優位性を期待する。

化学療法剤（DNA 損傷剤）に対しては自然免疫誘導の強度で優位性を期待する。
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連携への関心

PD-1 抗体に代表される免疫チェックポイント阻害剤（ICI）は、多

くの癌種で標準療法として使用されている。一方で、ICI に抵抗性を

示す「Cold Tumor」が 80％以上存在しており、「Cold Tumor」にも効

果を示す新規治療法の確立が ICI 治療における大きな課題である。

我々が提案する CENP-E 阻害剤が、ICI との併用療法によって難治性

の「Cold Tumor」にも効果を示すことで、 Unmet Medical Needs を克

服する治療となることに期待している。
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「Cold Tumor to Hot Tumor」をターゲット
とした染色体不安定性誘導剤の創出

国立がん研究センター/先端医療開発センター/ゲノムTR分野

ユニット長：大橋紹宏

【目的】

免疫チェックポイント阻害剤 (ICI) の効果増強を目指し、新規
CENP-E阻害剤を創出する。

【研究体制】

創薬プラットフォームと機械学習技術の統合。
NCC EPOCとフレデリック国立がん研究所との協業

【ドッキングモデル実施例】【薬理解析・機能解析の実施例】
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